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こんにちは、研究所図書室の知花です。 

 秋晴れに心地のいい風が吹いています。家の中、外、図書室での読書がより一層

楽しめるいい時期になりました。 

 研究員の先生方が来ました！ 
  

 

 

新着図書のご案内 
   

 

 １０月は、研究所に研究員の先生方を

お迎えする月です。 

今までは図書室と研究員室は別々でし

たが、昨年度からは一緒の部屋になって

います。 

 

 

 

 

 

 

図書司書がひとりだけだった部屋

も、メンバーが増えて賑やかになりま

した。 

図書室は今でも、以前の研究員の先

生からも多くご利用頂いています。今

月も、電話予約による移動図書を行っ

たばかりです。 

３冊以上借りていただければ、本を

学校へお持ちするサービスはまだまだ

実施していますので、ご利用よろしく

お願いします。 

 研究員の先生方への激励も兼ねての

図書室ご訪問、お待ちしております！ 

    ☆『☆『☆『☆『「自分事の問題解決」をめざす理「自分事の問題解決」をめざす理「自分事の問題解決」をめざす理「自分事の問題解決」をめざす理

科授業科授業科授業科授業』』』』村山哲也村山哲也村山哲也村山哲也    

 「｢なぜ？」「どうして？」のある授

業が，子どもを本気にさせる。論理的思

考，批判的思考、実践的思考の三位一体

で科学的思考力を育てる理科授業のあり

方。｣ 

☆☆☆☆『『『『学級における生徒指導論学級における生徒指導論学級における生徒指導論学級における生徒指導論    日課的場日課的場日課的場日課的場

面からのアプローチ面からのアプローチ面からのアプローチ面からのアプローチ』』』』吉田浩之吉田浩之吉田浩之吉田浩之    

    「学級における生徒指導という暗黙知

を形式化し、誰でも指導できるようにす

るための「見える化」という試みを目指

した一冊。」    

 ☆『システム中学国語論理入門編☆『システム中学国語論理入門編☆『システム中学国語論理入門編☆『システム中学国語論理入門編』』』』    

            出口汪出口汪出口汪出口汪    

 「元祖現代文のカリスマ出口汪が中

学生のために本気で書いた最高傑

作！！」 

 

 図書購入のリクエストは、Aipo の

メールなどでも受け付けています。本

のタイトルや内容などをお気軽にお送

りください。 

 今月も最後まで図書室だよりを読ん

でくださりありがとうございました。

（知花） 

月刊誌月刊誌月刊誌月刊誌１０１０１０１０月号記事月号記事月号記事月号記事    
PICK UP!!PICK UP!!PICK UP!!PICK UP!!    

    
    

    

    

    

 

    

『『『『理科理科理科理科の教育の教育の教育の教育』』』』    

“みる”こと 

    

    

    

    

    

    

    

    

『『『『道徳道徳道徳道徳教育教育教育教育』』』』    

全員を授業に引き込む 

“お手軽アイデア６６” 

 

 

 

 

 

 

 

 

『『『『児童児童児童児童心理心理心理心理』』』』    

学校ストレス 

 

※その他の月刊誌については、研

究所ホームページでも紹介してい

ます。『切抜き速報教育版』、隔

月誌『特別支援教育の実践情

報』、週刊誌『教育資料』の記事

については、随時ブログにて紹介

予定です。 

この図書室だよりは、Microsoft Word のテンプレート「ニュースレター」と、研究所ホームページに紹介され

ている素材サイトを利用してつくられています。（浦添市立教育研究所 HP→http://urasoe.ed.jp/uraken/） 


